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進め方

【本日のプログラム】
① グループで自己紹介、アイスブレイク
② 本日の趣旨・進め方説明
③ 事務局からの説明＋ディスカッション①（施策１）
④ 事務局からの説明＋ディスカッション②（施策２）
⑤ 事務局からの説明＋ディスカッション③（施策３，４）
⑥ 事務局からの説明＋ディスカッション④（施策５〜７）
⑦ テーブルでの議論を全体で共有
⑧ ふりかえり、チェックアウト
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グループで自己紹介とアイスブレイク
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本日の趣旨と進め方説明
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進め方
【本日お願いしたいこと】
・第6次総合計画の点検をお願いします。
・令和7年度まで点検を行い、令和8年度から「後期計画の策定」を進めていく予定です。
・今回で「修正内容」まで決める必要はなく、再検討が必要な箇所の洗い出しとお考え下さい。
・今日取り上げるのは、P.46-59「施策１~施策7」です。

【専門部会と市民・有識部会の役割分担について】
＜市民・有識部会＞
・尼崎での生活や活動を通じて感じることを基に、計画が実感に合うか等を確認
・感覚や経験に基づいて、感覚とのズレ・記載がない新たなニーズ等にコメントをいただく

＜専門部会＞
・それぞれのご専門の分野の観点から、計画の内容が適切か等を確認
・アップデートや追記・修正が必要と思われる個所にコメントをいただく
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施策の点検方法について

1.現状と課題
策定時点の本市の現状と課題について記載

しています。

①事務局説明
まず事務局から、現状と課題の項目につい

て簡単に説明します。必要に応じて、近年の
国の法改正の動向など、最近の社会課題や話

題になっている事等があればご説明します。

②いただきたいコメント
「現状と課題」にある項目について、

・最近の社会のようす、トレンド

・新らしく出てきた課題や、

話題なっていること
・記載内容に必要なアップデート

・課題解決における注意点・・・など

2.施策の展開方向／3.代表指標
施策の展開方向については、今後、内部で

施策の分類や方向性、評価手法等を検討させ
ていただき、令和８年度の後期計画策定段階

で、ご審議いただければと考えています。
指標の設定や評価手法については現在検討

中です。また別途ご審議いただきますが、現
時点でご意見やコメントがあればお願いしま

す。

※ 展開方向や指標は今後変更の可能性がある
ため、別途審議させていただきます。



本日の点検内容

施策01~施策07 
（P.46〜P.59）
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本日の点検内容（タイムテーブル）

１．開会 18:30-18:35
２．施策01「地域コミュニティ・学び」 18:35-18:55 （20分）

施策02「人権尊重・多文化共生」 18:55-19:15 （20分）
施策03 「学校教育」
施策04 「子ども・子育て支援」

施策05 「地域福祉」
施策06 「障害者支援」
施策07 「高齢者支援」

３．閉会 20:30 終了
8

19:15-19:45 （30分）
※合わせて審議

19:45-20:20 （35分）
※合わせて審議



施策01〜07
（P.46~P.59）
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施策１（20分）

【現状】

① 自治のまちづくりの推進

② シチズンシップの向上と

シビックプライドの醸成

③ 地域振興体制の再構築

④ 学びと活動の拠点整備

⑤ 地域資源を生かした文化振興

⑥ 歴史博物館の開館

⑦「スポーツのまち尼崎」に向けて

【課題】

① 地域コミュニティの醸成に向けた取組

→ SNSの発展・ライフスタイルの多様化

② まちに学びをまき起こす

→ プラットフォーム機能の充実

③ 文化・歴史・スポーツに触れる機会増加

→ 施設の管理・運営体制の充実

④ 博物館・図書館・公文書館の有機的連携

→ 有機的な連携が必要

【最近の社会課題等】

① インターネット・SNSの普及

・SNS等の普及によりライフスタイルが多様化し、オンラインコミュニティも活況。

・一方で、SNSによる課題も増加（偽情報、発信の過激化・対立、犯罪利用等）

・ただし、SNSが「居場所」になる場合も。

② 文化・文化財等を通じたコミュニティ形成

・文化による地域への愛着と誇りの形成

・文化活動によるネットワークの形成、居場所の提供

③ 地域クラブ活動の推進

・部活動について、モデル校での地域クラブ活動の移行に取組中。
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お話しいただきたいテーマ（20分）
【現状】

① 自治のまちづくりの推進

② シチズンシップの向上と

シビックプライドの醸成

③ 地域振興体制の再構築

④ 学びと活動の拠点整備

⑤ 地域資源を生かした文化振興

⑥ 歴史博物館の開館

⑦「スポーツのまち尼崎」に向けて

【課題】

① 地域コミュニティの醸成に向けた取組

→ SNSの発展・ライフスタイルの多様化

② まちに学びをまき起こす

→ プラットフォーム機能の充実

③ 文化・歴史・スポーツに触れる機会増加

→ 施設の管理・運営体制の充実

④ 博物館・図書館・公文書館の有機的連携

→ 有機的な連携が必要

【最近の社会課題等】

① インターネット・SNSの普及

・SNS等の普及により、ライフ↓いるが多様化し、オンラインコミュニティも活況。

・一方で、SNSによる課題も増加（偽情報、発信の過激化・対立、犯罪利用等）

・ただし、SNSが「居場所」になる場合も。

② 文化・文化財等を通じたコミュニティ形成

・文化による地域への愛着と誇りの形成

・文化活動によるネットワークの形成、居場所の提供

③ 地域クラブ活動の推進

・部活動について、モデル校での地域クラブ活動の移行に取組中。

【お話しいただきたいテーマ例】

① 地域コミュニティについて

② SNSについて

③ まちの中での「学び」の仕組

④ 文化等による愛着・誇り形成

⑤ 文化活動によるネットワーク

⑥ 居場所の提供

⑦ インターネット上での課題

⑧ WEB・スマホによる生活の変化

・・・など。
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施策２（20分）

【現状】

① 人権文化いきづくまちの実現に向けて

② 人権啓発の推進による人権意識の高揚

③ 男女共同参画の推進

④ 外国籍住民の増加と暮らしやすさの

環境整備

⑤ 市職員・教職員などへの人権研修

【課題】

① 人権への理解の深化

② 多様化する人権問題への対応

③ 性の多様性を前提とした社会の実現に

向けた施策の推進

④ 多文化共生社会の実現に向けた取組の

さらなる推進

⑤ 施設整備や情報保障などの取組の推進

⑥ 顕在化する子どもの人権問題

⑦ 市職員・教職員などのさらなる人権

意識の高揚

【課題の内容】

→ 性別による固定的役割分担・少数者

→ 外国籍住民と日本人との相互理解

→ 虐待やいじめなど子どもの人権問題

【最近の社会課題等】

①「性別による役割分担」への批判

※ 日本のジェンダーギャップ指数は世界118位。OECDで最下位レベル。

※ 女性管理職比率、女性閣僚・議員比率の低さ、高等教育・理系分野進出等課題。

②「性的少数者」への配慮の必要性

③ 外国籍住民の増加

→ 共生に向けた取組の必要性。
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お話しいただきたいテーマ（20分）
【お話しいただきたいテーマ例】

① 性別による役割分担について

② 日常でのジェンダーギャップ

③ 性的少数者への配慮について

④ 外国籍住民との共生

⑤ 虐待・いじめ・子どもの権利保障

⑥ 日常で感じる人権侵害

・・・など。

【現状】

① 人権文化いきづくまちの実現に向けて

② 人権啓発の推進による人権意識の高揚

③ 男女共同参画の推進

④ 外国籍住民の増加と暮らしやすさの

環境整備

⑤ 市職員・教職員などへの人権研修

【課題】

① 人権への理解の深化

② 多様化する人権問題への対応

③ 性の多様性を前提とした社会の実現に

向けた施策の推進

④ 多文化共生社会の実現に向けた取組の

さらなる推進

⑤ 施設整備や情報保障などの取組の推進

⑥ 顕在化する子どもの人権問題

⑦ 市職員・教職員などのさらなる人権

意識の高揚

【課題の内容】

→ 性別による固定的役割分担・少数者

→ 外国籍住民と日本人との相互理解

→ 虐待やいじめなど子どもの人権問題

【最近の社会課題等】

①「性別による役割分担」への批判

※ 日本のジェンダーギャップ指数は世界118位。OECDで最下位レベル。

※ 女性管理職比率、女性閣僚・議員比率の低さ、高等教育・理系分野進出等課題。

②「性的少数者」への配慮の必要性

③ 外国人労働者の必要性の高まり

→ 共生に向けた取組の必要性。

④ 子どもの権利保障・意見尊重などの「子どもの権利」の意識の高まり。
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施策３（30分）

【現状】

① 次代を生き抜く力をはぐくむ「尼崎市教育

振興基本計画」の策定

② 本市独自の「あまっ子ステップ・アップ

調査事業」の実施

③ 習熟度に応じ課題を出題できるデジタル

教材の活用

④ 豊かな心の育成、いじめ防止、体罰根絶

⑤ 地域全体で子どもの成長を支える仕組みづくり

⑥ 安全・安心に学習できる教育環境の整備

【課題】

① 確かな学力の保証

② インクルーシブ教育システムの

構築

③ いじめ・体罰などへの対応

④ 学校と地域の連携のさらなる推進

⑤ 教育が児童生徒と向き合う時間

の確保

⑥ ICT活用指導力の向上

⑦ 学校園施設の老朽化対策

【最近の社会課題等】

① 学力について

② インクルーシブ教育（不登校対策も含む）について

→ 障害や国籍に関わらず学べる教育環境の整備/日本語指導や配慮/教室以外の居場所の確保

③ 体罰について

④ デジタル端末・デジタル教育について

⑤ 体育館空調・エレベーター設置の取組

⑥ 教員の働き方改革・水泳授業の地域移管など
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施策４（30分）

【現状】

① 妊娠期から子育て期にわたる切れ目の

ない支援

② 保育環境の整備

③ 子どもの人権尊重

④「いくしあ」と連携した児童相談所の設置準備

⑤ 青少年が社会性をはぐくむための取組

【課題】

① 妊産婦の孤立と支援ニーズ多様化

② 待機児童の解消

③ 多様な支援主体との連携

④ 子どもの権利擁護と青少年支援

⑤ 児童福祉に携わるさまざまな人材

の育成

【最近の社会課題等】

① 妊産婦の孤立支援

産前・産後から子育て期にわたる切れ目のない支援（こども家庭センターの設置）

② 児童相談所設置に向けた準備・検討

③ 公立保育所のあり方

・ 障害のある子どもの受け入れなど。

④ 青少年支援

・ ヤングケアラー等、困難を抱える若者の相談・支援

・「若者の『やってみたい』を全力で応援」（子ども・若者応援補助金）

→ スケボーパーク設置などの事例も。
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お話しいただきたいテーマ（30分）
【お話しいただきたいテーマ例】

① 尼崎市の学力について

② インクルーシブ教育（障害・国籍）

③ 教室以外の居場所

④ デジタル端末・デジタル教育

⑤ 教員の働き方改革

⑥ 妊産婦の孤立支援

⑦ 児童相談所設置準備

⑧ 公立保育所のあり方

⑨ 青少年支援・応援

・若者の応援（チャレンジの応援）

・ヤングケアラー支援（困難な若者支援）

・・・など。

【最近の社会課題等】

① 妊産婦の孤立支援

産前・産後から子育て期にわたる切れ目のない支援（こども家庭センターの設置）

② 児童相談所設置に向けた準備・検討

③ 公立保育所のあり方

・ 障害のある子どもの受け入れなど。

④ 青少年支援

・ ヤングケアラー等、困難を抱える若者の相談・支援

・「若者の『やってみたい』を全力で応援」（子ども・若者応援補助金）

→ スケボーパーク設置などの事例も。

【最近の社会課題等】

① 学力について

② インクルーシブ教育（不登校対策も含む）について

→ 障害や国籍に関わらず学べる教育環境の整備/日本語指導や配慮/教室以外の居場所の確保

③ 体罰について

④ デジタル端末・デジタル教育について

⑤ 体育館空調・エレベーター設置の取組

⑥ 教員の働き方改革・水泳授業の地域移管など

【０３：学校教育】

【０４：子ども・子育て支援】
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施策５～７（35分）

【現状】

① 地域福祉活動の担い手づくり

② 地域における見守り

・ささえあいの活動の推進

③ 社会福祉法人、企業などによる

地域貢献の推進

④ 包括的な支援体制の整備

【課題】

① 地域福祉活動の担い手の発掘・育成・支援

② 支えあう意識と見守り・ささえあい活動の

充実

③ 課題を抱え潜在化する市民の早期把握

④ 複雑化・複合化した課題への対応

⑤ 権利擁護支援の推進

【最近の社会課題等】

① 孤独・孤立への対策

・外国人を含む居場所の確保、アウトリーチ型支援を強化

② ひきこもりが長期化・高齢化し、親子共倒れのリスク

③ 複合化する課題の増加

・福祉、医療、雇用など、複数機関での連携支援が必要

④ 地域の見守り・支え合い活動の担い手の減少

・一方で、価値観の多様化も

【課題の内容】

→住民同士のつながりが希薄化することによる、孤立や排除

→ごみ屋敷問題や多頭飼育問題の増加やヤングケアラー問題

→8050問題、ダブルケアなど複雑・複合化した課題の増加
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施策５～７（35分）

【現状】

① 地域生活を支えるサービスの充実と適正化

② グループホームの整備

③ 就労や活動機会の創出による社会参加への

支援

④ 地域生活の支援体制とネットワークの構築

⑤ 当事者とともに進める障害者施策

【課題】

① 重度化・高齢化への対応

② 支援体制ネットワークの充実

③ 情報支援の充実と権利擁護

【最近の社会課題等】

① 地域で生活するためのサポート強化

・レスパイト（介護する人の休息・息抜き）の必要性、社会参加や居場所づくり

② 障害者雇用の推進

・雇用を増やし、就労のサポートを強化

・事業者の合理的配慮の提供が義務化

③ 放課後等デイサービス利用者数の増加

・発達障害の認知の広がり、支援の質の変化

【課題の内容】

→グループホームの利用ニーズの高まり

→地域生活支援拠点のさらなる機能充実

→障害のある人に対しての情報発信が不十分



19

施策５～７（35分）

【現状】

① 高齢者の増加

② 介護予防活動の推進

③ 認知症施策の推進

④ 高齢者を支える地域や介護保険

サービスの基盤づくり

⑤ 医療・介護の連携

【課題】

① 単身高齢者の増加と孤立

② 主体的な介護予防への支援

③ 認知症予防（早期発見・対応）の推進

④ 活躍の場の拡大

⑤ 介護人材の確保・定着に向けた支援

【最近の社会課題等】

① 孤独・孤立への対策

② 高齢化による、認知症の急増

③ 団塊の世代が後期高齢者になる超高齢化社会

→社会保障費の急増、医療関係の人材不足、労働力人口の減少による人手不足

④ 高齢者が働きやすい環境づくり

⑤ 高齢世代までの全ての人が「支える側」にも「支えられる側」にもなれる社会

【課題の内容】

→高齢者の「運動や栄養」「社会参加」を支える場や機会の提供

→認知症サポーターの養成・本人が認知症を受け入れやすくなる環境づくり

→高齢者を支える担い手の確保
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お話しいただきたいテーマ（35分）

【お話しいただきたいテーマ例】

① 孤独・孤立について

② ひきこもりの長期化・高齢化

③ 複合化する課題の増加

④ 地域の支え合い活動の担い手

⑤ 障害者の地域生活推進

⑥ 障害者雇用の推進

⑦ 放デイ利用者数の増加

⑧ 超高齢化社会へ

⑨ 認知症の急増

⑩ 高齢者の就労環境整備

⑪ 高齢世代までの全ての人が「支える側」

にも「支えられる側」にもなれる社会

・・・など

【０５：地域福祉】

【０６：障害者支援】

【最近の社会課題等】

① 孤独・孤立への対策

・外国人も含む居場所の確保、アウトリーチ型支援を強化

② ひきこもりが長期化・高齢化し、親子共倒れのリスク

③ 複合化する課題の増加

・福祉、医療、雇用など、複数機関での連携支援が必要

④ 地域の見守り・支え合い活動の担い手の減少、一方で、価値観の多様化も

【最近の社会課題等】

① 地域で生活するためのサポート強化

・レスパイト（介護する人の休息・息抜き）の必要性、社会参加や居場所づくり

② 障害者雇用の推進

・雇用を増やし、就労のサポートを強化

・事業者の合理的配慮の提供が義務化

③ 放課後等デイサービス利用者数の増加

・発達障害の認知の拡大、支援の質の変化

【０７：高齢者支援】

【最近の社会課題等】

① 孤独・孤立への対策

② 高齢化による、認知症の急増

③ 団塊の世代が後期高齢者になる超高齢化社会

④ 高齢者が働きやすい環境づくり

⑤ 高齢世代までの全ての人が「支える側」にも「支えられる側」にもなれる社会
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ディスカッションの内容の全体での共有

それぞれのテーブルで出た意見を教えてください。

・各グループの議論を全体で共有します。
・各グループで出た
「ご意見」
「議論が盛り上がったポイント」
「印象に残ったコメント」

などあればご紹介をお願いします。
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最後に

皆さんひとことずつ、今日のご感想をお願いします。

・改めて伝えておきたいこと。
・大切だと思うこと、メッセージ
・印象に残ったことば
・感想・今後の議論への期待
・その他 ご自由に

一人10秒ずつでお願いします。



以 上
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